
Aloe vera gel の日常摂取による腸内環境の変化（Faecalibacterium prausnizi の短鎖脂肪酸酪酸の産生）

とその幼小児発育と統計学上の有意差検定、さらにこの菌の潰瘍性大腸炎への影響 
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序 

短鎖脂肪酸とは腸内細菌（例えば、Faecalibacterium prausnitzi）が食物繊維を腸内で発酵させる過程で

生成される短鎖有機酸（C2, C3, C4 の酢酸、プロピオン酸、酪酸）である。これらは大腸の内側にある

上皮細胞のエネルギー源として、重要な役目を果たし、PH を低下させることで、その結果腸内のバリア

ー機能が強化されて病原菌の侵入を防ぎ、さらに全身の代謝免疫機能にも影響を与えて、遠隔の臓器の

エネルギー代謝、免疫炎症反応や調節機能にも関与して、生活習慣病の予防にもかかわる（1,2）。 

 

各論 

Aloe vera juice の日常飲用による Faecalibacterium 菌の腸内産生について： 

Faecalibacterim 菌は腸内での有力な酪酸産生菌である。Aloe vera juice の日常飲用で良好な QOL が幼

小児でみられた（３）。例えば、 ２４人のボランティアで Faecalibacterium 菌の Aloe vera juice 摂取で

の変動についての調査研究で、Faecalibacterium 菌はほとんど人の腸内で検出されその上、個人差はある

ものの数％～数１０％もの占有率を占める最優秀の酪酸産生菌である。この菌の Aloe vera ジュース（AVJ）

飲用による変動を統計学上調べた。その結果、AVJ 飲用では無飲用に比べて、この菌の占有率はやや大き

く、良好な QOL が得られた(4)。さらに、腸内細菌 Faecalibacterium prausnitzi は潰瘍性大腸炎で n-酪

酸を形成する。この大腸炎で F, prausnitzi は有意に減少し、この炎症のプロバイオチクスとしての可能

性ありと示唆する報告がある（５）。 

 

結語 

腸内細菌 Faecalibacterium prausnitzi は酪酸を産生して潰瘍性大腸炎症の probiotics としての役を果た

す可能性があり、さらに Aloe vera juice の飲用でこの菌の産生が見られ有効な QOL が得られた。 
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